
　

巻
頭
で
も
紹
介
し
た
が
、
当
館
に
荻
原
守
衛
の
生
前
鋳
造
作
品
《
宮
内
氏
像
》
が

昨
年
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
寄
贈
を
記
念
し
て
、
モ
デ
ル
の
宮
内
良
助
、

制
作
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
た
い
。

　
モ
デ
ル
・
宮
内
良
助
に
つ
い
て

　

宮
内
良
助
（
図
１
、
２
）
は
、
一
八
六
九
年
（
明
治
二
年
）
四
月
二
十
日
、
下
総

国
柏
井
村
（
現
千
葉
県
市
原

市
柏
井
町
）
の
植
草
治
左
衛

門
と
く
ら
の
三
男
と
し
て
生

れ
た
。
明
治
九
年
柏
井
小
学

校
に
入
学
。
明
治
十
六
年
小

学
校
を
卒
業
。
こ
の
年
の
春

ご
ろ
、
徴
兵
を
逃
れ
て
宮
内

軍
治
（
も
と
は
植
草
治
左
衛

門
の
養
子
、
同
年
五
月
十
五

日
死
去
）
の
養
子
と
な
る
。

明
治
十
七
年
頃
、
日
本
橋
区

田
所
町
二
十
五
番
地
で
西
洋

小
間
物
の
製
造
卸
問
屋
の
植

草
屋
を
創
業
。
明
治
二
十
七

年
に
は
店
舗
兼
住
宅
を
日
本
橋
問
屋
街
で
も
一
等
地
と
言
わ
れ
る
通
塩
町
の
角
地
に

移
転
。
明
治
三
十
年
代
に
は
帽
子
に
つ
い
て
も
下
職
を
抱
え
る
問
屋
へ
、
明
治
四
十

年
頃
に
は
大
き
な
資
本
力
を
持
つ
帽
子
問
屋
に
成
長
。
明
治
四
十
四
年
帝
国
制
帽
株

式
会
社
と
特
約
店
契
約
を
す
る
。
大
正
三
年
夏
頃
、
帝
国
制
帽
へ
の
支
払
い
滞
納
に

よ
り
、
担
保
で
あ
っ
た
土
地
・
家
屋
を
売
却
、
浅
草
区
左
衛
門
町
に
転
居
。
大
正
十

二
年
関
東
大
震
災
に
よ
り
左
衛
門
町
の
店
舗
兼
住
宅
が
消
失
、
一
時
神
田
和
泉
町
の

貸
家
を
店
舗
と
す
る
。
昭
和
四
年
、
満
六
十
歳
を
迎
え
隠
居
す
る
。
事
業
は
若
い
頃

コ
ロ
ン
ボ
で
十
年
ほ
ど
商
人
と
し
て
修
業
を
積
み
帰
国
後
は
良
助
と
と
と
も
に
店
を

切
り
盛
り
し
て
き
た
息
子
治
良
が
受
け
継
い
だ
。
一
九
三
五
年
（
昭
和
十
年
）
十
一

月
二
十
四
日
没
１
。

　
制
作
の
契
機
、
制
作
時
期
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
等

　

制
作
の
契
機
は
、
荻
原
守
衛
の
次
兄
・
本
十
は
東
京
で
中
折
帽
の
付
属
品
問
屋
を

営
み
、
商
売
上
の
付
き
合
い
か
ら
宮
内
良
助
と
の
関
係
が
始
ま
り
、
彫
像
の
注
文
に

つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
本
十
は
こ
の
作
品
に
先
立
ち
東
京
帽
子
商

工
会
会
長
の
北
條
寅
吉
の
像
を
弟
・
守
衛
に
斡
旋
し
て
い
た
。

　

宮
内
良
助
が
肖
像
彫
刻
を
注
文
し
た
動
機
は
息
子
治
良
の
妻
コ
ト
に
よ
れ
ば
「
銅

像
の
制
作
年
代
に
つ
き
ま
し
て
は
（
略
）
主
人
治
良
の
口
よ
り
義
父
が
四
十
二
歳
の

厄
年
に
作
ら
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
尚
怪
し
げ
な
話
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
荻
原

氏
に
よ
つ
て
銅
像
を
制
作
中
、
當
時
店
に
居
り
ま
し
た
一
番
々
頭
が
な
く
な
つ
た
と

の
こ
と
で
、
そ
の
折
良
助
が
片
腕
を
失
つ
た
も
同
然
だ
と
ひ
ど
く
力
を
落
し
、
銅
像

の
片
方
の
腕
を
落
し
て
貰
つ
た
と
申
す
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
２
。」
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
郡
司
美
枝
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

宮
内
良
助
の
事
業
は
明
治
四
十
一
年
か
ら
五
年
間
の
間
に
急
成
長
を
遂
げ
て
お
り

「
こ
う
し
た
拡
大
の
な
か
で
、
良
助
は
明
治
四
二
年
に
荻
原
本
十
の
願
い
に
よ
り
弟

の
碌
山
に
胸
像
制
作
を
依
頼
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
」３
。

•••••••••

•••••••••

《
宮
内
氏
像
》
に
つ
い
て

武
　
井
　
　
　
敏

図２　宮内良助（37才）と
　　　長男 治良（6才）
　　　撮影：明治38年11月5日

図１　宮内良助（37才）と
　　　長男 治良（6才）
　　　撮影：明治38年8月
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制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
像
の
右
脇
下
に
「
宮
内
良
助
」「
當
時
四
十
二
才
」、
左

肩
後
に
「
09　

碌
山
」
と
荻
原
の
自
筆
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
九
〇
九
年

の
制
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
お
そ
ら
く
本
像
の
鋳
造
に
関
わ
る
一
九
一
〇
年

一
月
十
五
日
付
の
山
本
安
曇
宛
の
葉
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。
荻
原
は
す
で
に
《
北
條

虎
吉
像
》
の
鋳
造
を
山
本
に
依
頼
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
葉
書
に
は
「
バ
ス
ト
は
隣

の
大
工
な
り
、
臼
井
家
な
り
に
豫マ

マ

け
置
き
店
の
方
へ
来
て
く
れ
玉
へ
４
」
と
あ
り
、

鋳
造
さ
れ
た
《
宮
内
氏
像
》
は
隣
の
大
工
か
臼
井
家
に
預
け
て
店
（
新
宿
中
村
屋
）

に
来
て
く
れ
と
告
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
九
一
〇
年
一
月
十
五
日
頃
に
は
鋳
造
が

終
わ
っ
て
い
た
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
巻
頭
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
油
彩
画

《
宮
内
氏
像
》（
図
３
）
が
描
か
れ
た
。「
ど
う
も
宮
内
氏
の
人
格
が
つ
か
め
な
い
か

ら
作
り
や
う
が
な
い
5
」
と
乗
り
気
で
な
か
っ
た
気
持
ち
を
整
え
、
彫
刻
制
作
に
向

か
わ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
（
準
備
デ
ッ
サ
ン
は
残
っ
て
い
な
い
。
デ
ッ
サ
ン
し
た
か

ど
う
か
は
不
明
）。
荻
原
は
「
彫
像
な
る
も
の
は
外
形
の
美
の
如
き
は
抑
々
末
で
唯

内
部
の
生
気
を
躍
動
せ
し
む
る
事
」
と
言
っ
て
お
り
6
、
モ
デ
ル
の
内
面
を
把
握
す

る
こ
と
は
制
作
の
最
も
重
要
な
点
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

像
の
特
徴
は
、
荻
原
が
ロ
ダ
ン
の
「
最
大
傑
作
７
」
と
し
た
《
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー

ル
・
ロ
ー
ラ
ン
ス
像
》
に
よ
く
似
て
い
る
。
仁
科
惇
氏
が
「〈
ロ
ー
ラ
ン
ス
の
肖
像
〉

の
構
成
が
、
そ
の
ま
ま
こ
の

像
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
肩

か
ら
断
ち
切
ら
れ
た
右
腕
、

台
坐
の
せ
り
出
し
、
人
物
の

そ
り
具
合
な
ど
に
そ
れ
が
窺

え
る
8
」
と
指
摘
す
る
通
り

で
あ
る
。
こ
れ
は
高
村
光
太

郎
が
言
う
よ
う
に
「
ロ
ダ
ン

の
影
響
は
随
分
つ
よ
く
、
ロ
ダ
ン
の
『
ダ
ナ
イ
デ
』
―
守
衛
の
『
デ
ス
ペ
ア
』。『
皿

の
上
の
ヨ
ハ
ネ
の
首
』
―
『
柳
敬
助
の
首
』。『
ゴ
ロ
ツ
キ
の
首
』
―
『
小
児
の
首
』。

ま
つ
た
く
同
じ
や
う
な
も
の
を
作
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
、
若
い
真
剣
な
魂

が
自
然
に
行
ふ
『
キ
リ
ス
ト
の
模
倣
』
と
い
ふ
べ
き
神
聖
な
ア
ス
ピ
レ
イ
シ
ョ
ン
の

あ
ら
は
れ
と
見
る
べ
き
で
、
彼
の
た
め
に
は
こ
れ
が
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
つ
て
ゐ

る
９
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

鋳
造
さ
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
荻
原
の
意
志
で
日
英
博
覧
会
へ
出
品
さ
れ
た
。
日
英

博
覧
会
は
日
英
同
盟
強
化
の
観
点
か
ら
、
明
治
四
十
三
年
五
月
十
四
日
か
ら
十
月
二

十
九
日
に
か
け
て
ロ
ン
ド
ン
の
シ
ェ
フ
ァ
ー
ズ
ブ
ッ
シ
ュ
で
開
催
さ
れ
た
。《
宮
内

氏
像
》
は
「
新
美
術
之
部
」
の
「
彫
刻
」
の
分
野
に
品
名
「
銅
像　

自
作
」
と
し
て

出
品
さ
れ
、
紀
念
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
博
覧
会
へ
の
出
品
は
、
明
治
四
十
二
年
五

月
六
日
に
東
京
市
内
の
美
術
家
・
美
術
工
芸
家
を
農
商
務
省
会
議
室
に
召
集
し
て
勧

誘
が
行
わ
れ
、
願
書
の
提
出
期
限
を
九
月
十
五
日
と
し
、
十
二
月
五
、
六
日
に
鑑
査

が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
彫
刻
の
陳
列
予
定
数
三
十
に
対
し
鑑
査
を
通
っ
た
の
は
二

十
点
の
み
の
た
め
、
不
足
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
荻
原
は
出
品
を
要
請
さ
れ
、

そ
れ
に
応
じ
る
か
た
ち
で
《
宮
内
氏
像
》
を
出
品
し
た
と
い
う
10
。
博
覧
会
は
荻
原

の
没
後
の
開
催
で
あ
っ
た
た
め
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
評
判
が
荻
原
の
耳
に
届
く
こ
と
は

な
か
っ
た
。

　

な
お
、
本
像
は
こ
れ
ま
で
以
下
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
て
い
る
。

①
『
荻
原
守
衛
と
日
本
の
近
代
彫
刻
―
ロ
ダ
ン
の
系
譜
』

　

（
一
九
八
五
年
四
月
六
日
～
五
月
六
日
、
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
）11

②
『
日
本
近
代
彫
塑
入
門　

荻
原
守
衛
と
朝
倉
文
夫
』

　

（
一
九
九
九
年
四
月
十
七
日
～
六
月
二
十
七
日
、
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
）12

③
『
明
治
の
彫
塑　

ラ
グ
ー
ザ
と
荻
原
碌
山
』

　

（
二
〇
一
〇
年
十
月
二
十
三
日
～
十
二
月
五
日
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
）13

図３�　荻原守衛《宮内氏像》
1909年
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か
つ
て
高
村
光
太
郎
は
ブ
ロ
ン
ズ
に
鋳
造
さ
れ
た
《
坑
夫
》
に
つ
い
て
「
こ
の
首

は
ブ
ロ
ン
ズ
に
な
つ
て
か
ら
の
効
果
が
大
変
よ
く
14
」
と
述
べ
て
い
る
。
鋳
造
さ
れ

た
《
宮
内
氏
像
》
を
見
て
、
荻
原
守
衛
、
高
村
光
太
郎
は
ど
う
感
じ
た
の
だ
ろ
う
か
。

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
に
関
す
る
言
葉
は
残
っ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、《
宮
内
氏
像
》

は
「
モ
デ
ル
の
魁
偉
な
個
性
15
」
が
伝
わ
っ
て
く
る
優
品
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　

宮
内
良
助
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
郡
司
美
枝
『
東
京
商
人
の
生
活
と
文
化　

宮

内
家
三
代
の
一
五
〇
年
』
刀
水
書
房
、
二
〇
一
六
年
参
照
。

２　

東
京
藝
術
大
学
石
井
教
授
研
究
室
編
『
彫
刻
家
荻
原
碌
山
』
信
濃
教
育
会
、
昭

和
二
十
九
年
、
一
八
一
頁
参
照
。

３　

郡
司
、
前
掲
書
、
六
八
頁
参
照
。

４　

『
荻
原
守
衛
書
簡
集
』
碌
山
美
術
館
、
二
〇
一
五
年
、
三
九
七
頁
参
照
。

５　

本
多
功
「
碌
山
の
追
憶
」『
彫
刻
家
荻
原
碌
山
』（
前
掲
書
）、
四
六
頁
参
照
。

６　

荻
原
守
衛
「
欧
洲
美
術
界
の
趨
勢
」『
荻
原
守
衛
日
記
・
論
説
集
』
碌
山
美
術

館
、
二
〇
一
八
年
、
三
七
一
頁
参
照
。
初
出
は
、
荻
原
守
衛
「
欧
洲
美
術
界
の

趨
勢
」『
江
湖
』
第
一
年
第
四
号
、
江
湖
社
、
明
治
四
十
一
年
、
五
六
頁
参
照
。

７　

荻
原
守
衛
「
ロ
ダ
ン
と
埃
及
彫
刻
」『
荻
原
守
衛
日
記
・
論
説
集
』
三
八
三
頁

参
照
。
初
出
は
、
荻
原
守
衛
「
ロ
ダ
ン
と
埃
及
彫
刻
」『
早
稲
田
文
学
』
第
三

十
一
号
、
明
治
四
十
一
年
、
金
尾
文
淵
堂
、
五
八
頁
参
照
。

８　

仁
科
惇
『
荻
原
碌
山
―
そ
の
生
の
軌
跡
―
』
柳
沢
書
苑
、
昭
和
五
十
二
年
、
二

一
四
頁
参
照
。

９　

高
村
光
太
郎
「
荻
原
守
衛
」『
彫
刻
家
荻
原
碌
山
』（
前
掲
書
）、
一
四
頁
参
照
。

10　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
郡
司
、
前
掲
書
、
八
八
―
九
二
頁
参
照
。
日
英
博
覧
会
事

務
局
編
『
日
英
博
覧
会
新
美
術
出
品
図
録
』（
審
美
書
院
、
明
治
四
十
三
年
）

に
は
、
彫
刻
の
最
終
頁
に
「
第
百
一　

銅
像　

荻
原
守
衛
」
と
い
う
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
と
と
も
に
《
宮
内
氏
像
》
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
番
号
は
全
体

の
通
し
番
号
で
あ
り
、
第
六
十
一
か
ら
第
百
一
ま
で
が
彫
刻
で
あ
る
。

11　

展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
は
写
真
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
荻
原
守
衛
と
日
本
の

近
代
彫
刻
―
ロ
ダ
ン
の
系
譜
』
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
、
一
九
八
五
年
、
四
八

頁
参
照
。

12　

展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
で
の
《
宮
内
氏
像
》
へ
の
言
及
は
『
日
本
近
代
彫
塑
入
門　

荻
原
守
衛
と
朝
倉
文
夫
』
徳
島
県
立
近
代
美
術
館
、
一
九
九
九
年
、
一
四
頁
お

よ
び
六
一
頁
参
照
。
図
版
は
六
八
頁
参
照
。

13　

展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
で
の
《
宮
内
氏
像
》
へ
の
言
及
は
『
明
治
の
彫
塑　

ラ
グ
ー

ザ
と
荻
原
碌
山
』
芸
大
美
術
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
／
（
有
）
六
文
舎
、

二
〇
一
〇
年
、
四
九
頁
参
照
。
図
版
は
二
九
頁
参
照
。

14　

高
村
光
太
郎
、
前
掲
書
、
七
頁
参
照
。

15　

『
彫
刻
家
荻
原
守
衛
―
芸
術
と
生
涯
―
』
碌
山
美
術
館
、
二
〇
一
八
年
、
五
八

頁
参
照
。
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